
  

千葉大学フューチャー・アース夏期勉強会

「 RS/ 空間情報をプラットフォームとして、
食・健康・環境のつながりを考える」

環境の理解のための地理・空間情報

● トランスディシプリナリティーの実現において共通理解が必要な事項

●CEReS における環境リモートセンシングへの取組ー P3 を中心に

● 【事例紹介】　トランスディシプリナリティーの実現のためのフレーム
　　　　　　　　　　　ー印旛沼流域水循環健全化の取組－

近藤昭彦（環境リモートセンシング研究センター）

アネクメネからエクメネへの希望



  

● フューチャー・アースへの取組における共通理解

・ステークホルダーとは誰か、誰と協働すべきか

　　ステークホルダーの階層性、利害の不一致、対立
　　折り合い、諒解ができる問題、強いられた諒解、困難な問題
　　切れば血が出るような環境問題の現場

・トランスディシプリナリティー実践における TRUSTTRUST の醸成

　　共感基準、理念基準、合理性基準の共有
　　目的の達成を共有した協働のフレームの中で役割を果たすこと

・グローバルとローカルを巡る世界観、自然観

　　世界観、自然観の相違の顕在化
　　社会系、計画系研究者と理学系研究者の意識する世界



  

グローバルとローカルを巡る世界観、自然観

【閑話休題】本書は、「人類にとっての生存基盤である環境」とか、「人類が共通に解決
すべき地球環境問題」など、大上段に構えたところから環境と社会を語らない。むしろ、
こうした語り口は、「脳内環境問題」として揶揄される。（関礼子ほか、「環境の社会
学」、有斐閣アルマ、 2009 ）

世界は、相互作用す
る多数の地域から構
成されており、全体
としてシステムとし
て機能する。

地球システムの立場
で扱える問題とス
テークホルダー、す
なわち人との関係
は。

世界は、相互作用す
る多数の地域から構
成されており、グ
ローバルはフレーム
として捉えられる。

地域が良くなること
で、世界が良くな
る。問題は地域にお
ける人と自然の関係
性に関する問題とし
て出現する。

A Bグローバルな環境問題≒脳内環境問題

ローカルな環境問題＝リアルな環境問題



  

●CEReS における環境リモートセンシングへの取組

　 Environmental Remote Sensing における環境とは

　① Environment 　取り巻くもの（原義はフランス語）

　② Milieu 　人間を取り巻く生活条件、狭義の社会
　　　　　　　≒風土（和辻哲郎、 A. ベルク）

　広辞苑（第六版）　環境

　①めぐり囲む区域。
　②人間または生物をとりまき、それと相互作用を及ぼし合う
　　ものとして見た外界。

フューチャー・アースへの取組の議論における“環境”は上記の②の意
味で用いたい。

「環境リモートセンシング」とは、リモートセンシングを活用して、人を含
む生態系と、それを取り巻く空間との相互作用を解明する学問分野
　
　　　　　　　　



  

CEReS の使命（ CEReS パンフレットより）

課題は １．と ２．を統合させ、どのように ３．
を実現させるかということ。



  
①農と農業、  ②地域創成、  ③教育課題としての災害
農の多面的機能、食糧安全保障、閉鎖性水域、水循環健全化、人と自然の分断の修復

小型衛星、センサー
ひまわり８



  

代表的な研究成果

●衛星リモートセンシングによるアジアの環境変動モニタリング

● 環境問題におけるトランスディシプリナリティーの実現

●ＵＡＳ (UAV)リモートセンシングの実用化研究

●衛星データ活用型花粉飛散予報サービス

●気候変動への適応策としての農業保険サービス

CEReS の 3 つのプログラム



  

● リモートセンシングとステークホルダーの接続

グローバル・リモートセンシング

・ＮＯＡＡ、ＭＯＤＩＳクラス

リージョナル・リモートセンシング

・ランドサットクラス

ローカル・リモートセンシング

・低高度、近接リモートセンシング

知的資産
の形成

役に立つ
ＳＨと協働



  

● ステークホルダーとともに行うリモートセンシング

UAVによる水稲生育モニタ
リング
生産者と協働で実施
畑へ展開

印旛沼流域における
特定外来生物のモニ
タリング

産学官民協働の駆除
作戦

放射能汚染地域の
山林における放射
能モニタリング

マルチスケール
リモートセンシング
への道



  

● トランスディシプリナリティーの実現のための
　フレームー印旛沼流域水循環健全化の取組－

多様なステークホルダー（市
民、 NPO 、流域市町、千葉県、国、
学校、大学、土地改良区、等）の協
働による目的実現に向けた取組

　　　閉鎖性水域の水問題



  

2014年 3月19日印旛沼流域圏交流会発足

印旛沼流域における水循環健全化を通じた
地域づくりに市民が関与するため、流域の
市民や NPO 等の団体、行政、大学等が緩く
つながるための仕組みとして発足。

県主催の印旛沼流域環境・体験フェアに市
民企画部会として運営に参加。

http://wms.cr.chiba-u.jp/inbanuma/


  

●市民が集った理由はー印旛沼の水質

3(湖沼A)75％値

0.4(湖沼Ⅲ)

0.03(湖沼Ⅲ)

ふるさと印旛沼の
　　　　水質が改善しない

第 2期行動計画策定中
第 7期湖沼水質保全計画
　　　策定中

サイエンスセクターとの
　　連携の強化
ボトムアップ型アプローチ
　　の推進
トップダウン型アプローチ
　　への接近



  

●窒素循環ー市民と共同する研究－

　　・研究者セクターでは、メカニズム中心アプローチ
　　　　　　　　　・研究者間の学際
　　・ＦＥでは，現場における超学際アプローチ
　　　　　　　　　・市民との協働
　　　　　　　　　⇒ボトムアップ型アプローチ

佐倉畦田谷津 富里天神谷津



  

　●個々の成果をどう統合するか
－リモートセンシング、空間情報の役割－
・個々の土地利用・地形単元における水・物質循環
・流域から沼への水・物質循環ー地理情報、モデル
・水域における現象－内部生産
・人との関わり－印旛沼流域水循環健全化を取り巻く人の輪

( 左）崖端湧水の硝酸性窒素濃度（ 2012 年 12 月）

( 下） LANDSAT8 2015.8.6

( 右 ) 公共用水域全リン濃度 (2007)



  

千葉大学ＦＥにおける課題設定例

●閉鎖性水域の水問題 ー地球環境問題、地域創成（都市と農村）

　　湖沼ネットワーク・・・琵琶湖、霞ヶ浦、印旛沼・手賀沼、等との連携

●窒素・リン循環 ー解くべき最重要課題

　　ボトムアップ、トップダウン融合型アプローチ・・・園芸との協働

● 食 ー暮らし (LIFE)との関わり

　　千葉エコ農産物の普及、減肥野菜・・・園芸との協働

● 健康 ー暮らし (LIFE)との関わり

　　グリーンツーリズム、フィールドミュージアム、環境フェア
　　　　　　・・・園芸、看護、医学との協働



  

ＦＥサイエンティストの姿ー TRANSFORMATION

論点主義者純粋な科学者

科学の仲介者
複数の政策の
誠実な仲介者

研究成果を政策に提言

政策には関与せず
研究の成果を提示

研究成果をもとに特定の
政策を提言、主張

研究に基づき可能な複数
の政策を提言

リニアモデル：科学者と政策決定者の間は一方向的
ステークホルダーモデル：科学者が自らの科学的研究を政策決定に活かそうとする場合
マディソン型：専門家の提供する話題は誰に利用されても良い
シャットシュナイダー型：政策決定にはまず専門家がまず有効な選択肢を提示

R.A.Pielke,Jr., THE HONEST BROKER



  

解くべき問題

ディシプリン
（学問分野）

技術

 鳥越皓之著「環境社会学」　科学の守備範囲の模式図をベースに作成

TRANSFORMATIONTRANSFORMATION

目的の達成を共有した協働の目的の達成を共有した協働の
フレームの中で役割を果たすことフレームの中で役割を果たすこと
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